

















－－ 2005 年度、2006 年度英語関連科目の取り組み－－

















































































と「語彙力」で「あまりできない」と回答した学生数は、それぞれ 50 名、49 名であり半数の学生が
自信をもてていないことがわかる。また、「語彙力」に関しては、「できる」や「大変できる」と回答
した学生は皆無であり、「語彙力」の無さを意識しているといえる。この結果について表 2にまとめ
る。平均値は、少数点第 4位を四捨五入して示した。また、2005 年度平均値というのは、2005 年度
表 1．2006 年 4月実施のプレースメントテスト（Michigan Test）の結果
図 1 英語力の自己判定
ク ラ ス 1 2 3 4 全 体
平 均 43.16 33.09 28.12 22.26 32.26
標 準 偏 差 6.56 1.42 1.45 3.31 8.55
最 大 58 35 30 25 58
最 小 36 31 26 13 13
標 本 数 32 35 26 27 120
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に国際コミュニケーション学科学生(1 年次生から 4年次生）を対象に行った調査結果である。
図 1や表 2からは、2006 年度入学生の傾向として「聞く力」、「読む力」いわゆる受容的英語力に
は若干自信がもてるものの、「話す力」、「語彙力」には自信のない学生が半数近くいることがわかる。
この結果を 2005 年度に実施した調査結果と比較してみたい。2005 年度の調査は、国際コミュニケー
ション学科の学生を対象に 2005 年 6 月に実施した。回答者数は、1年次生（現 2年次生）29 名、2













表 3から二つのカテゴリーを選んだ学生が 35 名であったことがわかる。内訳は、「聞く力」と「話















列挙した数 単独 2つ 3つ 4つ 5つ 全て
学生数（名） 26 35 12 11 1 11
聞 く 力 話 す 力 読 む 力 書 く 力 文法知識 語 彙 力
合 計 点 248 194 244 216 211 211
平 均 値 2.51 1.96 2.46 2.18 2.13 2.15
2005 年 度
平 均 値
2.65 1.98 2.68 2.28 2.11 2.23
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今回の結果を数字の多い順に示すと、1番に多かったのが「聞く力」と「話す力」のペアを選んだ
ものである。数は 22 名。2番目に多かったのは「話す力」一つを選んだものである。その数は 18 名。













































2005 年度の調査では、第 1は「先生が一方的に行うだけの授業」であり約 48.2％、次いで「配慮・
資質に欠ける先生の授業」約 43％、第 3は「説明不足の授業」約 41.2％、第 4は「自分のレベルに





























内 容 度数 内 容 度数
1 英会話ができる 27 英語の歌を取り入れた授業 23
2 英語力全体のレベルアップ 17 英会話ができる 18
3 興味、関心をひく教材、授業 15 実用的な使える英語 13
4 実用的な使える英語 12 ゲームを取り入れた授業 8
5 基礎、基本の学習 9 ビジネス・観光など専門につながる学習 8




































的な英語力を伸張する。英検 3級、TOEIC 400 点を目指す。
2年次生、1年次生の授業で学習した基本的英語力を基礎としてやや高度な英語力を身につける。
できるだけ多量で多種の英文読解を行う。英検準 2級、TOEIC 450～500 点を目指す。
3年次生、英語を将来キャリアの中で使えるツールとするための基礎力を築く。2年次生以上の多
量かつ多様な英文読解を行う。英検 2級、TOEIC 500 点を目指す。
4年次生、3年次生までに養った英語力を発信する力をつける。話す、書く力の向上を目指す。英
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検準 1級、TOEIC 600 点を目指す。
小林（2004）によると、大学が 3年進級時（教養課程終了レベル）に求める英語力（調査大学 11
校）は、英検 2級レベル（10 校）、準 2級レベル（1 校）。TOEIC 450 点（2 校）、500 点（2 校）、560








度を測定するために 6月に Assessment Test を実施した。また、語学担当教員から TOEIC IP の受験
を義務付けられている学生からのデータによると、国際コミュニケーション学科の学生は、英語力に
かなりのひらきがあることがわかる。このことから、従来おこなってきていた 4月の Placement Test
結果による、単純な 2クラス分割では学生たちのニーズに十分対応しているとは言い切れない。よっ
て、2006 年度は、年度当初実施する Placement Test により、「英語、」を履修する全学科の 1年





・英語 I，では、その週に扱うテーマについて background knowledge, general idea を提示する。










・国際コミュニケーション学科では、従来 4月に入学生に対して Placement Test を実施してい






ション学科 1年次生はこの 3つの科目については、学生への学力保証の観点から 3クラス編成
で行いたい。
．3年次生からの各自の専門に基づく学習へ向けての英語学習の開始
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Working Towards the Development of a Student-centered
Curriculum at Heian Jogakuin University
Yuki KANAGAWA・Lynne MISAKI・Kimi KAWASHIMA
As in 2005, a survey was also conducted by the above-mentioned teachers of the Department of
International Communication and Tourism, Faculty of Human Sociology, Heian Jogakuin University, in
2006 to ascertain students' needs. Included in this paper are the results of this second survey, an outline
and analyses of students' needs and expectations over the two-year period, discussion concerning
curriculum development and efforts to put theory into practice.
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